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上記補助金を活用し、以下のコンソーシアムで研究を実施。（令和４年３月14日採択）
【課題名】革新的多元素ナノ合金触媒・反応場活用による省エネ地域資源循環を実現する技術開発
【実施期間】令和４年度（2022年度）～令和11年度（2029年度）

　【環境省】地域資源循環を通じた脱炭素化に向けた革新的触媒技術の開発・実証事業
《事業目的》　       　　　　　　　　                                                         （予算額：年間19億円）
2050年カーボンニュートラルの実現に向けて化石燃料依存から脱却し、地域資源（廃プラスチック、未利用の農業
系バイオマス等）の活用・循環を可能とし、大幅なCO2削減やCE（サーキュラーエコノミー）を実現すべく、革新的
で比較的安価な触媒技術等に係る技術開発・実証を支援し、社会実装の促進を目指す

・令和４年度（2022年度）～令和11年度（2029年度）の間は、毎年度19億円規模の補助を予定
　※毎年度、環境省と財務省との予算折衝は実施
・本事業に関して、令和４年５月23日に、環境省事務次官、京都大学総長（＋早稲田大学総長級）、
　関係者を招いて、キックオフ会議を京都で開催（高知県からは林業振興・環境部副部長出席）

・　この部分　が、早稲田大学チーム

グリーンＬＰガスプロジェクトの推進体制について

＜参考＞

 体制については、事業全体の進捗等を踏まえ、必要に応じて見直しを行う。

高知県グリーンＬＰガスプロジェクト推進会議

　高知県 濵田知事、早稲田大学 関根教授、高知大学 受田理事(産振計画FU委員長)の３者が
発起人となり、グリーンLPガスの地産地消の実現に向け、「高知県グリーンＬＰガスプロジェクト推進
会議」を立ち上げた。（令和４年５月27日）
【取組内容】 ・グリーンLPガスの地産地消の実現に向けた関係者の合意形成と基本構想の策定
　　　　　　　　・木質系・マリン系バイオマス、農業残渣、ペーパースラッジ、グリーンLPガスの製造・販売など
　　　　　　　　　テーマ毎の勉強会開催、関係者同士のビジネスマッチングの機会創出　など

幹事会

●　早稲田大学　関根教授　　＜会　長＞　
●　高知県林業振興・環境部　吉本副部長　＜副会長＞ 
●　高知大学 次世代地域創造センター　吉用副センター長　＜副会長＞ 
　

●　高知県森林組合連合会　畠山副会長　● 高知県農業振興部　青木副部長
●　高知県ＬＰガス協会　公文会長         ● 高知県商工労働部　濵田副部長
●　高知県水産振興部　山下副部長

プラットフォーム

※１　会員は入会時に「木質系バイオマス」、「マリン系バイオマス」、｢農業(残渣)系｣、｢紙業系(ペーパー
　　　　スラッジ)｣、「グリーンＬＰガスの製造」、「グリーンＬＰガスの販売」などのテーマから関心のあるもの
　　　　(複数可)を選んで登録。
※２　会員は、個人(自伐林家など)での参加も可能。県外事業者の参加も可能。
※３　全体での通常総会は年１回を想定。事前に幹事会を開催し、総会に諮る内容を確認。

事務局：
県環境計画推進課

林業事業体
水産業の関係者

市町村
ガスの販売を行う事業者

その他関心のある者

理 化 学 研 究 所

分 子 科 学 研 究 所

高 知 大 学

高知県

九 州 大 学

明 治 大 学

名 古 屋 工 業 大 学

信 州 大 学

明 石 工 専

J A S R I
（高輝度光科学研究センター）

大 阪 大 学

秋田県大潟村

東 芝

浜松市

静 岡 大 学

慶 應 義 塾 大 学

プラットフォームの中から
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いくイメージ

高知県グリーン
LPガス推進会議

2022年度 2027年度2024年度 2025年度 2026年度 2028年度 2029年度

実証実験への支援
・フィールドの提供
・原材料供給 等

令和６年（2024年）年度＜体制図＞

＜スケジュールイメージ＞

基本構想策定

2023年度

事業化に向けた環境整備
　・ 実施事業者の掘り起こし
　・ 個別プロジェクトの具体化
　・ 事業計画策定 等

（廃プラ⇒ケミカルリサイクル）

地産地消のビジネスモデル（高知モデル）の実証

など

実証実験グリーンLPガス製造の事業化に向けた新たな触媒の開発

会員

核となる触媒の研究
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